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ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」
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今月の表紙

　11月23日、鹿屋農業青年クラブなどの
企画により初めて「農業５種祭り in 鹿屋」
が鹿屋市農業祭りにおいて開催されました。
　同競技には、18～ 53歳の男女50人が参
加し「藁高跳び」「長靴飛ばし」などユニー
クな5種目に挑戦しポイントを競いました。
真剣勝負の結果、「初代 農業王」に野里町の
野田豊和さん（茶栽培農家）が選ばれ、特
産品の「かのや黒牛１頭分のサーロインの肉」
が贈られました。
　写真は、制限時間内に集めたサツマイモの
重量を競う「サツマイモ拾い」競技の様子。

初代農業王が決まる



　

今
年
も
プ
ロ
選
手
の
自
主
ト
レ

で
１
年
が
ス
タ
ー
ト
。
野
球
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
11
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
に
約
千
人
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、

合
宿
で
約
１
万
７
千
人
の
人
々
が

本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

変
化
と
し
て
、
２
月
に
中
西
茂

新
市
長
が
就
任
。
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

交
通
で
は
鹿
屋
バ
ス
停
留
所
の

完
成
や
国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ

パ
ス
の
開
通
。
そ
し
て
東
九
州
自

動
車
道
も
12
月
21
日
に
開
通
し
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ

ラ
が
皆
さ
ん
の
生
活
や
地
域
の
産

業
、
観
光
な
ど
に
寄
与
し
、
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
各
地
域
で
特
色
を
生
か

し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
１
年
間
を
年
表

と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

新成人の新たな門出を祝いました。会場で
は、旧友や恩師との再会を喜ぶ姿や何度も
写真撮影をする姿が見られました。

１月　鹿屋市成人式
大阪府豊中市で観光・物産フェアを開催。
ばら大使国生さゆりさんをゲストに招き、
観光や特産品のＰＲを行いました。

２月　かのやよかとこフェア in 大阪
市に残された貴重な昭和 30年代のネガフィ
ルムを現像して、市内15か所で巡回写真展
を行いました。

１月　昭和の写真展「マチロク」

２
月
２
月２

日
５
日

８
日

14
日

16
日

18
日

第
20
回
美
里
あ
い
ら
心
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

　

キ
ン
グ
大
会

第
56
回
串
良
町
内
一
周
駅
伝
大
会

中
西
茂
市
長
初
登
庁

か 

ご
し
ま
大
隅
半
島
か
の
や
よ
か
と
こ

フ
ェ
ア
in
大
阪
（
豊
中
市
・
９
日
ま
で
）

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
〜

　

あ
る
王
の
物
語
〜
」
上
演
（
９
日
ま
で
）

「
永
遠
の
０
」
零
戦
の
展
示
（
16
日
ま
で
）

中
津
神
社
か
ぎ
引
き
祭
り
（
高
隈
）

山
宮
神
社
春
祭
り
（
細
山
田
）

第
61
回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大

　

会
で
郷
土
入
り

１
日

５
日

７
日

11
日

12
日

13
日

19
日

22
日

25
日

26
日

１
月
１
月

上
小
原
・
細
山
田
地
区
新
春
歩
こ
う
会

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
田
中
英
雄
選
手
ほ
か
 

　

12
人
が
自
主
ト
レ
（
24
日
ま
で
）

韓
国
完わ

ん
じ
ゅ州

中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
合
宿
交
流

　

団
が
鹿
屋
市
を
訪
問
（
15
日
ま
で
）

輝
北
地
区
合
同
七
草
祝
い

鹿
屋
市
体
育
協
会
「
け
い
こ
始
め
式
」

第
20
回
名
物
あ
い
ら
木
市
祭
（
12
日
ま
で
）

鹿
屋
市
成
人
式

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

鹿
屋
市
野
球
講
習
会

鹿
屋
市
長
選
挙

宇
津
木
妙
子
氏
講
演
会
＆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル   

　

教
室

昭
和
30
年
代
の
写
真
展
「
マ
チ
ロ
ク
」（
９

　

月
10
日
ま
で
）

く
し
ら
二
十
三
や
市
（
26
日
ま
で
）

第
32
回
鹿
屋
市
美
術
展
（
２
月
２
日
ま
で
）

２
０
１
４
年
を

２
０
１
４
年
を

振
り
返
る

振
り
返
る

２
０
１
４
年
を

２
０
１
４
年
を

振
り
返
る

振
り
返
る

▲４月　エアーメモリアル in かのや2014。ブルーインパルスの一糸乱れぬ曲技飛行に感動！
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国
道
５
０
４
号
百
引
バ
イ
パ
ス
開
通
式

串
良
人
旅
立
ち
式
（
串
良
）

　
（
８
日
・
上
小
原
、
９
日
・
細
山
田
）

石
牟
礼
神
社
春
の
例
祭
（
平
房
）

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
の

　

や
２
０
１
４
（
９
日
ま
で
）

町
内
会
合
併
（
有
武
・
小
薄
・
高
牧
）

吾
平
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

農
商
工
連
携
・
６
次
産
業
化
事
例
発
表
会

高
隈
山
の
山
開
き

Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
男
子
鹿
屋
大
会

富
ヶ
尾
移
住
２
３
０
周
年
記
念
式
典

鹿
屋
市
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

２
０
１
４
く
し
ら
桜
ま
つ
り（
４
月
６
日
ま
で
）

１
日

２
日

８
日

10
日

14
日

21
日

22
日

23
日

28
日

３
月
３
月

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
着
任

　
（
高
隈
地
域
、
７
月
・
８
月
吾
平
地
域
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
歓
迎
会

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
追

　

悼
式

鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
オ
ー
プ
ン

市
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト

輝
北
畜
産
ま
つ
り

鹿
屋
市
議
会
議
員
選
挙

鳴
之
尾
牧
場
春
入
牧
式

ば
ら
祭
り
・
エ
ア
メ
モ
記
念
切
手
発
売

エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル
in
か
の
や
２
０
１
４

　
（
27
日
ま
で
）

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
４
春

　
（
６
月
１
日
ま
で
）

輝
北
・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

１
日

４
日

５
日

７
日

12
日

13
日

20
日

22
日

24
日

25
日

26
日

29
日

４
月
４
月

リ
ナ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭

第
７
回
め
っ
た
に
み
ら
れ
な
い
芸
術
祭　

　
（
や
ね
だ
ん
・
６
日
ま
で
）

高
齢
者
大
学
（
２
月
12
日
ま
で
計
９
回
）

第
26
回
南
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

in
き
ほ
く

第
３
回
図
書
館
ま
つ
り

九
州
市
長
会
を
市
内
で
初
開
催（
16
日
ま
で
）

高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
（
打
馬
）

第
37
回
鹿
屋
市
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
レ
ク

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

か
の
や
ば
ら
園 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト

　
（
25
日
ま
で
）

ほ
た
る
祭
り
（
ひ
ら
ぼ
う
ほ
た
る
の
里
・

　

６
月
７
日
ま
で
）

レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
バ
ス
ケ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

鹿
屋
市
防
災
会
議

３
日

８
日

10
日

11
日

15
日

22
日

24
日

25
日

27
日

５
月
５
月

市内のホテルで九州市長会を大隅地域で初
開催。108 市からの参加があり、各種審議
や市内の視察が行われました。

５月　第 114 回九州市長会
イルミネーションで彩られた園内が幻想的
な雰囲気となりました。来場者は、ゆるキャ
ラと花火のショーにも感動していました。

５月　ファンタジーナイト

中小企業の利便性向上と経済振興の発展を
目的に、相談窓口を開所しました。

６月　かごしま産業支援センター
　　　大隅よろず相談窓口の開設

全長 2.4kmの百引バイパスが完成。テープ
カットや記念植樹、ウォーキング大会など
で開通を祝いました。

３月　国道 504 号百引バイパス開通
登山シーズンを前に山開き。高隈山は四季
折々の花々や野鳥が楽しめます。また、360
度パノラマの眺望が人気のスポットです。

３月　高隈山の山開き
地域活性化の支援を行うため、高隈地域に
２人の隊員が着任。吾平地域に７月１人、
８月１人の隊員が着任。

４月　地域おこし協力隊員の着任

特集特集 2014年を振り返る（１月2014年を振り返る（１月～～６月）６月）

か
の
や
ブ
ラ
ン
ド
認
証
書
授
与
式

か 

ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
大
隅
よ
ろ

ず
相
談
窓
口
の
開
設

鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
神
田
錦
町
店
オ
ー

　

プ
ン
（
東
京
都
）

第
19
回
関
東
地
区
吾
平
会
総
会

鹿
児
島
銀
行
と
の
連
携
協
定
調
印
式

県
知
事
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
交
換
会

鹿
児
島
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
＠
ば
ら
園

第
６
回
関
西
鹿
屋
会
総
会

第
30
回
串
良
町
文
化
協
会
発
表
会

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
講
演
会

１
日

５
日

６
日

８
日

９
日

15
日

29
日

30
日

６
月
６
月
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「〝
本
気
〞
で
語
ろ
う
会
」
ス
タ
ー
ト

市
消
防
団
操
法
大
会
（
６
日
小
型
ポ
ン
プ
・

13
日
ポ
ン
プ
自
動
車
）

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
・
夏
の
部

夏
季
観
光
施
設
開
設
式

第
70
回
鹿
屋
市
父
親
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
10
日
ま
で
）

水
神
ゆ
か
た
祭
り
ふ
る
さ
と
鹿
屋
六
月
燈

鹿
屋
市
健
康
ま
つ
り

鹿
屋
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
セ
ミ
ナ
ー

串
良
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

家
庭
教
育
講
演
会

肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

鹿
屋
市
小
学
校
水
泳
記
録
会

ぶ
ら
り
京
町
横
丁

全
国
高
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
大
会

　

鹿
屋
中
央
高
校
が
大
隅
半
島
で
初
優
勝

か
の
や
っ
子
わ
く
わ
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

種
子
島
（
27
日
ま
で
）

２
０
１
４
串
良
町
夏
祭
り

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
in
か
の
や

関
東
串
良
会
総
会

夜
の
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会

星
塚
敬
愛
園
第
36
回
夏
祭
り
納
涼
大
会

１
日

６
日

７
日

８
日

12
日

13
日

16
日

19
日

20
日

23
日

24
日

26
日

27
日

29
日

７
月
７
月

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー

お
お
す
み-

か
ご
し
ま
芸
術
祭
２
０
１
４

　

in
美
里
吾
平

夏
休
み
農
業
体
験
ツ
ア
ー

か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
平
和
へ

　

の
花
束
〜
を
初
開
催

高
校
生
食
育
セ
ミ
ナ
ー

第
１
回
鹿
屋
市
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

丘
の
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
（
23
日
ま
で
）

か
の
や
夏
祭
り
（
納
涼
花
火
大
会
・
30
日
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
講
習
会

県
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
部
門
で
市
成

　

分
団
が
優
勝

15
日

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

23
日

29
日

８
月
８
月

防
災
マ
ッ
プ
作
成
研
修
会
（
吾
平
）

美
里
あ
い
ら
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
５
日
ま
で
）

笠
之
原
十
五
夜
大
綱
引
大
祭

第
48
回
串
良
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会
（
神
野
）

観
月
会
（
輝
北
天
球
館
）

永
和
十
五
夜
す
も
う
大
会

高
須
中
学
校
で
最
後
の
体
育
祭

第
10
回
鹿
屋
杯
全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道

　

練
成
大
会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

第
62
回
野
里
消
防
大
相
撲
大
会

大
隅
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
27
日

　

ま
で
）

鹿
屋
男
女
共
同
参
画
講
演
会

浜
田
小
学
校
で
最
後
の
運
動
会

１
日

４
日

６
日

７
日

８
日

13
日

14
日

19
日

23
日

26
日

27
日

28
日

９
月
９
月

特攻隊員が飛び立った鹿屋の地からメッ
セージコンテストと歌のコンサートを初開
催。平和へのメッセージを発信しました。

８月　かのや未来創造プログラム
かのやツーリズム推進協議会に鹿屋女子高
校と鹿屋高校書道部の皆さんが書した杉の
板で作られた看板 68 枚が贈られました。

９月　民泊家庭に看板を贈呈
五穀豊穣、家内安全等を祈念して、長さ
80m直径 40cm重さ 1.5t の大綱をほら貝の
合図で力いっぱい引き合いました。

９月　笠之原十五夜大綱引大祭

消防技術を競い合う消防操法大会で市成分
団が小型ポンプの部で優勝。県大会でも優
勝に輝きました。

７月　鹿屋市消防操法大会
串良町夏祭り、美里あいら夏祭り、かのや
夏祭り・納涼花火大会が行われ、今年も鹿
屋の夏は熱く盛り上がりました。

７月　夏祭り
大隅半島から夏の甲子園に初出場した鹿屋
中央高校野球部。新たな球史を刻むととも
に、夢と感動を届けてくれました。

８月　甲子園で初勝利

黒
羽
根
観
光
農
園
開
園

美
里
あ
い
ら
夏
祭
り

高
須
町
祇
園
祭

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会　

鹿
屋
中
央

　

高
校
が
逆
転
で
初
勝
利
（
18
日
・
敗
退
）

ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会
（
６
回
開
催
）

１
日

３
日

13
日

14
日

８
月
８
月
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「
鹿
屋
バ
ス
停
留
所
」
完
成
式

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
連
携
協
定

「
子
育
て
す
く
す
く
メ
ー
ル
」
の
配
信
開
始

鹿
屋
市
総
合
防
災
訓
練

「
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
」
開
園
式

第
９
回
輝
北
ダ
ム
一
周
駅
伝
競
争
大
会

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追

　

悼
式

「
お
い
し
〜
い
大
隅
の
お
み
や
げ
」
を
決
定

大
隅
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

関
西
串
良
会
総
会
、
関
西
吾
平
会
総
会

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
４
秋

　
（
11
月
16
日
ま
で
）

第
45
回
鹿
屋
市
文
化
祭
（
26
日
ま
で
）

ふ
る
さ
と
交
通
安
全
フ
ェ
ア
in
か
の
や

お
お
す
み
木
材
ま
つ
り

第
32
回
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

１
日

３
日

４
日

11
日

17
日

19
日

25
日

26
日

29
日

1010
月月

第
38
回
美
里
あ
い
ら
文
化
祭
（
２
日
ま
で
）

第
５
回
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ

　
（
３
日
ま
で
）

第
43
回
串
良
町
文
化
祭
（
９
日
ま
で
）

第
12
回
か
の
や
・
ば
ら
祭
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
大
会

第
11
回
鹿
屋
市
漁
協
み
な
と
ま
つ
り

町
内
会
加
入
促
進
に
つ
い
て
連
携
協
定

輝
北
町
戦
没
者
追
悼
式

「
豚
ば
ら
丼
」
決
起
集
会

鹿
屋
市
市
民
表
彰
式

第
２
回
高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
４　

　
（
９
日
ま
で
）

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

1111
月

第
37
回
美
里
あ
い
ら
農
業
祭

高
校
生
と
〝
本
気
〞
で
語
ろ
う
会

天
神
・
船
間
地
区
津
波
避
難
訓
練

フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
串
良
）

鹿
屋
電
工
会
と
連
携
協
定

「
永
遠
の
０
」
ド
ラ
マ
撮
影
（
13
日
ま
で
）

桐
谷
健
太
さ
ん
、
広
末
涼
子
さ
ん
に
よ
る

　

ば
ら
記
念
植
樹
及
び
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

大
隅
農
業
・
加
工
技
術
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

き
も
つ
き
の
お
茶
ま
つ
り
in
か
の
や

第
６
回
九
州
連
合
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　

第
６
部
で
市
内
の
乳
牛
が
名
誉
賞
受
賞

第
16
回
関
東
か
の
や
会
総
会

拉
致
問
題
を
考
え
る
国
民
の
集
い
in
鹿
屋

ア 

ジ
ア
・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー　

設
立
20
周
年
記
念
式
典

第
38
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

第
39
回
く
し
ら
黒
土
祭
り

輝
北
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

第
14
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
ｅ
ｃ
ｏ

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

第
36
回
鹿
屋
市
秋
祭
り
歩
行
者
天
国

輝
北
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
開
始

第
４
回
美
里
吾
平
元
気
市
〜
鍋
合
戦
編
〜

豊
栄
橋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

９
日

11
日

12
日

15
日

16
日

20
日

22
日

23
日

24
日

27
日

30
日

1111
月

市表彰式が挙行され、市及び地域の振興に
寄与された人、または特に顕著な功績をあ
げられた７人を表彰しました。

11 月　鹿屋市表彰式

大手町に２か所あったバス停を統合。屋根
やベンチなどが整備されたほか、発券所が
リナシティかのや内に設置されました。

10 月　鹿屋バス停留所の完成

市内６校 12 人の高校生と中西市長が鹿屋
の未来について、生徒さんと本音で意見を
交換しました。

11 月　高校生と “本気” で語ろう会

吾平振興会館周辺で各種関係機関や地域住
民約 600 人が参加して、実践的な鹿屋市総
合防災訓練を実施しました。

10 月　鹿屋市総合防災訓練

第４回美里吾平元気市で地域住民総参加に
よる鍋合戦が行われ、10 町内会からオリジ
ナル鍋が登場しました。

12 月　住民総参加による鍋合戦

新たに整備された輝北運動場で、前夜祭と
本祭が行われ、新鮮で安い物産販売やス
テージショーなど祭りを楽しみました。

11 月　星のふるさと輝北まつり

安
全
安
心
見
守
り
隊
防
犯
カ
メ
ラ
稼
動
式

東
九
州
自
動
車
道
及
び
大
隅
縦
貫
道

　

開
通
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

東
九
州
自
動
車
及
び
大
隅
縦
貫
道
開
通

１
日

13
日

21
日

1212
月

特集特集 2014年を振り返る（７月2014年を振り返る（７月～～12月）12月）
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「
日
本
で
一
番
走
る
環
境
の
整
っ
た

場
所
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
の
は
、
創
部
か
ら
47
人
の
全
国

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育
て
た
鹿
屋
体
育

大
学
自
転
車
競
技
部
の
黒
川
監
督
。

　

第
１
回
の
２
０
７
人
か
ら
今
年
は

８
１
１
人
と
右
肩
上
が
り
に
参
加
者

が
増
え
て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
」

は
、
大
隅
の
雄
大
な
景
色
、
温
か
い

お
も
て
な
し
に
触
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー

や
口
コ
ミ
に
よ
る
参
加
者
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
一
助
に
と
始
ま
っ

た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
14
回
目

を
数
え
、
考
え
に
共
鳴
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
３
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
参
加
し
て
い
た
今
回
２
度

目
の
出
場
と
な
る
南
大
隅
町
の
瀬
戸

口
健
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、
「
交
差

点
に
は
交
通
整
理
の
ス
タ
ッ
フ
が
多

く
子
ど
も
と
一
緒
で
も
安
全
に
走
れ

る
こ
と
が
魅
力
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

午
前
６
時
30
分

　

第
14
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み

当
日
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
自
転
車

愛
好
家
が
、
ま
だ
暗
さ
の
残
る
早
朝

か
ら
受
付
を
開
始
。
大
会
を
待
ち
わ

び
た
参
加
者
は
、
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
と
愛
車

の
点
検
、
そ
し
て
自
転
車
で
知
り

合
っ
た
全
国
各
地
の
友
人
と
の
談

笑
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

午
前
８
時
40
分

　

待
ち
に
待
っ
た
ス
タ
ー
ト
の
号

砲
と
と
も
に
、
Ａ
コ
ー
ス
南
大
隅

路
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
コ
ー
ス
の
参
加

者
４
１
９
人
が
本
土
最
南
端
の
佐

多
岬
に
向
け
て
出
発
。
先
導
車
の

後
ろ
に
バ
イ
ク
が
続
く
様
は
プ
ロ

レ
ー
ス
の
よ
う
。
先
頭
は
鹿
屋
体

育
大
学
自
転
車
競
技
部
の
石
橋
学

選
手
（
Ｕ-

23
全
日
本
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
や

徳
田
鍛
造
選
手
（
Ｕ-

23
全
日
本

ロ
ー
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
が
道
中

を
引
っ
張
り
、
鹿
屋
体
育
大
学
の

選
手
が
最
後
尾
ま
で
参
加
者
に
話

し
掛
け
な
が
ら
危
険
が
な
い
よ
う

に
一
緒
に
走
行
し
ま
す
。

午
後
０
時
10
分

　

南
大
隅
町
の
浜
尻
展
望
所
を
一

周
し
、
高
低
差
約
２
０
０
ｍ
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
山
道
を
駆
け
上
が

り
、
よ
う
や
く
昼
食
会
場
の
大
泊

小
学
校
跡
に
到
着
。
お
弁
当
の
ほ

か
、
作
り
立
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
や
焼

き
立
て
の
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
蜂
蜜
に

自転車自転車で

地域活性地域活性の
ひろげるひろげる

輪
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自転車でひろげる 地域活性の輪

つ
け
た
レ
モ
ン
な
ど
が
テ
ー
ブ
ル
に

ず
ら
っ
と
並
び
ま
す
。
昼
食
後
は
、

世
界
選
手
権
代
表
の
清
水
都
貴
選
手

ら
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
写
真
撮
影
を
す

る
人
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
休
憩
を
取
る

人
な
ど
各
々
が
後
半
の
道
中
に
備
え

ま
す
。

午
後
０
時
30
分

　

ゴ
ー
ル
の
霧
島
ヶ
丘
に
向
け
て
出

発
。
ロ
ー
ド
後
半
の
難
所
は
、
大
浜

海
岸
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
続
く
坂

越
え
。
「
が
ん
ば
れ
」
「
も
う
少
し

で
下
り
だ
ぞ
」
と
言
っ
た
ス
タ
ッ
フ

の
声
援
に
選
手
は
元
気
付
け
ら
れ
、

一
歩
ま
た
一
歩
と
ペ
ダ
ル
を
踏
み
出

し
ま
す
。

午
後
２
時
28
分

　

先
頭
が
ゴ
ー
ル
に
到
着
。
続
々
と

後
続
の
選
手
が
続
き
ま
す
。
ゴ
ー
ル

後
に
芝
生
に
寝
転
が
る
人
、
友
人
と

健
闘
を
称
え
あ
う
人
な
ど
、
５
時
間

以
上
か
け
て
走
り
き
っ
た
参
加
者
の

顔
に
は
疲
労
の
色
が
あ
り
あ
り
と
見

え
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
達
成
感
・

充
実
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
プ
ロ
レ
ー
サ
ー
や
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
あ
る
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
生

と
一
緒
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
の
最
大
の

魅
力
。
ま
た
、
気
の
利
い
た
案
内
や

手
作
り
感
の
あ
る
料
理
も
楽
し
み
。

来
年
も
参
加
し
、
大
隅
を
楽
し
み
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
北
海

道
か
ら
訪
れ
今
年
で
４
回
目
の
参
加

と
な
っ
た
石
田
憲
久
さ
ん
。

　

５
月
の
企
画
運
営
会
議
に
始
ま
っ

て
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
や
説
明
会
、

コ
ー
ス
の
試
走
や
会
場
の
設
営
、
安

全
を
祈
っ
て
の
祈
願
祭
な
ど
６
か
月

か
け
て
ス
タ
ッ
フ
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
作
り
上
げ
る
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
お
お
す
み
」
。

　

黒
川
監
督
は
「
選
手
・
裏
方
が

し
っ
か
り
支
え
て
く
れ
る
イ
ベ
ン

ト
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
満
足
度
は
高
い
。
大
隅
全
域

に
新
し
い
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
る
等

今
後
も
日
本
一
の
環
境
で
あ
る
大
隅

半
島
の
魅
力
を
全
国
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

充
実
感
に
包

KANOYA  CITY
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A コースの折り返し地点である
大泊小学校跡地。休憩後に、残
り約 50 ㎞を走ります

Ｂコースの昼食は、花瀬自然
公園内の石畳が会場

Ｂコースのメインイベ
ントは、県根占自転車
競技場でのバンク体験

ファミリー向けのＣコースは、
神川大滝でリフレッシュ

霧島ヶ丘公園から３コー
スがそれぞれスタート

Ａコースの先頭は、５時間
以上かけてゴールに到着

広報車の呼びかけに応じ、応援
に駆け付けた地元の皆さん

高低差 200 ｍの難所を含め大小
様々な山路を駆け上がります

大隅の景勝を探訪して
もらおうと、もみじの
トンネルを走行

Aコース/約110㎞
Bコース/約   80㎞
Cコース/約   30㎞
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ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
に
取
り
組
ま

れ
た
き
っ
か
け
は

　

以
前
、
青
年
会
議
所
で
活
動
を
し
て

い
た
時
に
自
転
車
を
使
っ
て
大
隅
半
島

を
周
り
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
青
少

年
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
転

車
の
魅
力
に
引
か
れ
る
と
同
時
に
、

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
の
趣
旨
で
あ

る
「
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い

う
考
え
に
賛
同
し
て
運
営
に
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
も
大

成
功
に
終
わ
り
ま
し
た

　

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る
こ
と
、

そ
し
て
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
一
か
ら
人
材
を
集

め
る
の
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人

材
バ
ン
ク
の
よ
う
な
経
験
を
積
ん
だ
人

材
が
、
自
分
の
都
合
の
合
っ
た
時
に
参

加
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張
り
が

目
に
つ
き
ま
し
た

　

ス
タ
ッ
フ
が
、
時
・
場
所
・
場
合
に

応
じ
て
率
先
的
に
動
い
て
く
れ
る
こ
と

な
ど
、
能
動
的
に
活
動
し
て
く
れ
た
こ

と
を
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
コ
ー
ス
設
定
に
際
し

て
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
テ
ー
マ
を
設
け

て
も
ら
い
自
主
的
な
考
え
を
促
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
南
大
隅
の
地
形
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
標
高
２
０
０
ｍ
の
山

道
を
取
り
入
れ
た
り
、
花
瀬
の
河
川
敷

で
お
弁
当
を
食
べ
て
い
た
だ
く
と
い
っ

た
企
画
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
地
域
力

を
上
げ
て
、
元
気
な
街
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
理

由
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は

　

「
ツ
ー
ル
・
ド
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス

語
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
周
る
・
巡

る
・
周
回
す
る
」
の
よ
う
に
、
大
隅
半

島
を
周
遊
す
る
コ
ー
ス
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自

転
車
に
と
っ
て
大
隅
半
島
が
素
晴
ら
し

い
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
を
今
以
上
に

発
信
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
言
う
人
材
を
集
い
、
地
域
を
今
ま

で
以
上
に
元
気
に
す
る
と
い
う
こ
と
が

私
の
目
標
で
す
。

参加者に昼食を配膳するスタッフ 前日に組み上げられる駐輪場 一週間前に開催されたスタッフ説明会

ツール・ド・おおすみ

ecoサイクリング大会

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
実
行
委
員
長
に
聞
く

「
大
隅
へ
の
想
い
」

プロフィール

東久保 英昭　（41 歳）

第９回のツール・ド・おおすみ実行
委員長に続き、今回２度目の実行委
員長に就任。
今年は、愛媛県と広島県を結ぶ「サ
イクリングしまなみ」に参加するな
ど、ツール・ド・おおすみを通じた
サイクリングがもっぱらの趣味。

Toukubo Hideaki

　本大会は、市制施行 60周年を記念
して平成13年に第１回大会を開催。
　現在は、自然豊かで広大な大隅半島
を初心者から上級者まで気軽に楽しめ
るサイクリングイベントとして、全国
各地から多くの自転車愛好家が参加す
  るイベントへと発展。

自転車でひろげる 地域活性の輪
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民生費民生費
164億5,181万円164億5,181万円
（37.0％）（37.0％）

総務費総務費
44億8,105万円44億8,105万円
（10.1％）（10.1％）

公債費公債費
49億837万円49億837万円
（11.0％）（11.0％）

教育費教育費
56億7,371万円56億7,371万円
（12.8％）（12.8％）

土木費土木費
33億5,397万円33億5,397万円
（7.5％）（7.5％）

農林水産業費農林水産業費
20億4,308万円20億4,308万円
（4.6％）（4.6％）

衛生費衛生費
27億8,126万円27億8,126万円
（6.3％）（6.3％）

消防費ほか消防費ほか
48億1,421万円48億1,421万円
（10.7％）（10.7％）

歳 出
445億746万円
（100.0％）

市 民 税 43 億 4,976 万円
固定資産税 41 億 9,266 万円
軽自動車税 2億 9,371 万円
た ば こ 税 8億 3,127 万円
都市計画税 4億 2,931 万円

普通交付税 127 億 3,709 万円

特別交付税 13 億 4,362 万円

市税市税
100億9,671万円100億9,671万円
（21．7％）（21．7％）

歳 入
464億5,189万円
（100.0％）

繰越金
18億9,766万円（4.1％）

使用料・手数料
8億282万円（1.7％）

分担金・負担金
6億8,310万円（1.5％）

諸収入
3億5,079万円（0.8％）

その他
1億9,001万円（0.4％）

市が行う特定の事業に対し
て、県から交付されたもの

市が行う特定の事業に対し
て、国から交付されたもの

地方交付税地方交付税
140億8,071万円140億8,071万円
（30.3％）（30.3％）

国庫支出金国庫支出金
76億6,396万円76億6,396万円
（16.5％）（16.5％）

自主財源自主財源
150億9,747万円150億9,747万円
（32.5％）（32.5％）

依存財源依存財源
313億5,442万円313億5,442万円
（67.5％）（67.5％）

市債市債
43億9,720万円43億9,720万円
（9.5％）（9.5％）

県支出金県支出金
32億9,400万円32億9,400万円
（7.1％）（7.1％）

地方消費税交付金
9億681万円
（2.0％）

地方譲与税
4億8,196万円
（1.0％）

その他の依存財源
5億2,978万円
（1.1％）

歳　　入

繰入金
10億7,638万円（2.3％）

事業の目的に沿って積み立てておいた
基金を取り崩すもの

平成25年度 を報告します
　平成 25年度一般会計・特別会計及び企業会計の決算が、市議会 12月定例会で承認されました。
　そこで、皆さんに納めていただいた税金や国・県からの補助金などが、どのように使われたのかを
お知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【問い合わせ】市財政課　☎ 0994-31-1126

地域によって地方税の収入額に
差があることから、地方間の財
政力の不均衡を是正し、必要な
財源を保障するために国から交
付される資金

民生費 …………… 高齢者福祉、医療、保育費など
に使われたお金

総務費 …………… 地域振興などに使われたお金
公債費 …………… 過去の借入金の返済に使われた

お金
教育費 …………… 学校施設の維持管理・整備や学

校教育及び生涯学習などに使わ
れたお金

土木費 …………… 道路や公営住宅などの管理・整
備に使われたお金

農林水産業費 …… 農道整備や農林水産業振興など
に使われたお金

衛生費 …………… 保健衛生やゴミ処理などに使わ
れたお金

消防費ほか ……… 消防、災害対策や基金積立、産
業振興、議会運営などに使われ
たお金

用語説明

歳　　出
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　財政事情を分かりやすく理解してもらうために、決算額を10万分の1にして、
家計簿に置き換えました。

収 入 　（　　）内は市の収入科目

給料　　　　　　　　　          （市税） 10 万 1千円

家賃収入などの雑収入
（使用料、手数料など） 2万 0千円

預貯金の取崩し　　        　  （繰入金） 1万 1千円

前月収入の残り　　　          （繰越金） 1万 9千円

使い道の決められた親からの援助
（国庫・県支出金） 11 万 0千円

自由に使える親からの援助
（地方交付税、譲与税など） 16 万 0千円

家の増改築のための借入          （市債） 4万 4千円

　　　　　　収入合計 46 万 5千円

翌月への繰越 2万 0千円

支 出 　（　　）内は市の性質区分

食費　　　　　　　　　 　 （人件費） 6万 5千円
医療・教育費　　　　　　　（扶助費） 11 万 1千円
ローンの返済　　　　　　  （公債費） 4万 9千円
家の増改築　          （普通建設事業費） 6万 0千円
自然災害による家の補修費
　　　　　　　　 （災害復旧事業費） 1千円

水道光熱費、日用雑貨　　 （物件費） 4万 9千円
家や車の修繕費　　　 （維持補修費） 2千円
町内会、サークル会費     （補助費等） 3万 8千円
預貯金　　　　　　　　　 （積立金）

2万 0千円株式投資　　　　 （投資及び出資金）
知人に貸したお金　　　　 （貸付金）
子どもへの仕送り　　　　 （繰出金） 5万 0千円

　　　　　　支出合計 44 万 5千円

■財政事情を家計簿に例えると…
一家庭のひと月の収入を
46万5千円としています。

■市民１人当たりの決算額と主な事業

民生費 教育費 公債費 総務費
決算額 157,655円  （37.0%） 54,370円  （12.8%） 47,036円  （11.0%） 42,941円  （10.1%）

主
な
事
業

子ども、高齢者、障害者の福
祉増進などに。
◆生活保護経費
◆児童手当費
◆保育所運営費

学校の管理運営や整備など
に。
◆小・中学校耐震化促進
◆小・中学校管理運営経費

これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に。

自治振興、防犯対策、選挙な
どに。
◆町内会経費
◆地上デジタル放送難受信対策
◆総合交通対策

土木費 衛生費 農林水産業費 消防費
決算額 32,141円  （7.5%） 26,653円  （6.3%） 19,579円  （4.6%） 16,637円  （3.9%）

主
な
事
業

道路、公園、市営住宅の整備
推進に。
◆都市公園等維持管理経費
◆道路整備、維持、修繕
◆市営住宅維持管理経費

ごみ、し尿の処理、健康管理
などに。
◆小型合併処理浄化槽設置補助
◆予防接種
◆ごみ収集委託

農林水産業振興などに。
◆土地改良事業
◆漁業付加価値向上対策
◆畜産環境センター運営

消防や救急業務などに。
◆防災・行政情報伝達システム整備
◆消防自動車購入

商工費 議会費 労働費 その他の経費
決算額 7,017円  （1.6%） 3,117円  （0.7%） 573円  （0.1%） 18,790円  （4.4%）

主
な
事
業

商工業振興、観光振興に。
◆企業誘致推進事業
◆商工業活性化推進事業
◆中小企業資金利子補給

議員の報酬や 議会の運営
に。
◆議会経費

雇用対策などに。
◆シルバー人材センター補助
◆勤労者サービスセンター補助

災害復旧や預貯金に。
◆市道・農道などの災害復旧
◆財政調整基金などの基金積立

         

市民１人当たり426,509円のお金が使われました。

　※金額は、歳出決算額を、平成26年3月31日現在の人口104,353人で除したものです。

補
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　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業、または土地区画整理法に基づいて行う土地区画整
理事業の費用に充てるため、都市計画区域内の土地や家屋の所有者に対して課税される目的税です。
　平成 25年度の都市計画税の決算額は、4億 2,931 万円で、主に街路事業や都市公園整備、区画整理、下水道
事業等のため過年度に借りた市債の償還金の財源の一部として活用されています。

■都市計画税の使われ方

■補助金の状況
平成25年度補助金の歳出決算額は1,608,262千円で、次の事業等に支出されています。

区　分 金　額 内　　　訳

議会費 5,595千円 政務活動費

総務費 116,881千円 総合交通対策事業（78,203千円）、町内会活性化推進事業（8,660千円）など

民生費 351,219千円 保育対策促進事業（133,905千円）、社会福祉協議会運営補助事業（78,463千円）など

衛生費 249,864千円 小型合併処理浄化槽設置（210,580千円）、住宅用地球温暖化対策設備設置（13,428千円）など

労働費 43,483千円 シルバー人材センター補助（22,010千円）、勤労者サービスセンター事業（14,889千円）など

農林水産業費 418,086千円 活動火山周辺地域防災営農対策事業（119,489千円）、漁業付加価値向上対策（61,614千円）など

商工費 179,009千円 企業誘致推進事業（54,020千円）、商工業活性化推進事業（38,209千円）など

土木費 56,546千円 住宅リフォーム助成事業（49,046千円）、がけ地近接等危険住宅移転（7,500千円）など

消防費 248千円 自ら守る地域防災推進事業（248千円）

教育費 187,331千円 幼稚園就園奨励費補助（146,785千円）、競技スポーツ推進事業（20,452千円）など

特別会計

（単位：千円）

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）
国民健康保険事業 13,219,100 12,945,961 273,139

後期高齢者医療 1,069,523 1,061,081 8,442

介護保険事業 10,147,284 9,775,207 372,077

公共下水道事業 1,057,853 1,024,901 32,952

会　計　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）
下水道 42,703 41,896 807

輝北簡易水道事業 299,636 282,333 17,303

合　　　計 25,836,099 25,131,379 704,720

（単位：千円・％）

■歳出決算の性質別内訳

※ 上の表は平成 25年度地方財政状況調査の性質別分類に基づき作成しています。

区　　分 平成 25年度 平成 24 年度
決算額（Ｂ）

決算額増減
（A）－（B）決算額（A） 構成比

義務的経費

人 件 費 6,532,668 14.7 6,689,180 △ 156,512
扶 助 費 11,085,821 24.9 11,009,483 76,338
公 債 費 4,908,375 11.0 5,056,393 △ 148,018
小　　計 22,526,864 50.6 22,755,056 △ 228,192

投資的経費
普通建設事業費 6,042,431 13.6 4,809,670 1,232,761
災害復旧事業費 46,002 0.1 71,751 △ 25,749
小　　計 6,088,433 13.7 4,881,421 1,207,012

その他経費

物 件 費 4,889,675 11.0 4,855,168 34,507
維 持 補 修 費 247,626 0.5 259,265 △ 11,639
補 助 費 等 3,818,426 8.6 3,850,905 △ 32,479
積 立 金 1,914,742 4.3 1,292,219 622,523
投資及び出資金 1,400 0.0 1,600 △ 200
貸 付 金 35,084 0.1 105,780 △ 70,696
繰 出 金 4,985,209 11.2 4,712,564 272,645
小　　計 15,892,162 35.7 15,077,501 814,661

合　　計 44,507,459 100.0 42,713,978 1,793,481

鹿屋市の平成 25年度歳出決算を性質別で見ると以下のようになります。

　特定の保険料や料金収入によって事業を行う会計です。本市では、次の６事業が該当します。
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指数項目 内容 鹿屋市

①財政力指数
　（３か年平均）

　地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方
交付税法の規定により算定された基準財政需要額
で基準財政収入額を除して得た数値の過去３年間
の平均値をいいます。
　一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超
えるほど財政力が強いとされています。

前年と同じ
0.44 → 0.44

②経常収支比率

　財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標
で、歳出の経常的経費に充当された一般財源等が
歳入の経常一般財源等に占める割合です。
　比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされ
ています。

前年より改善
91.5％→ 91.2％

③実質赤字比率

健
全
化
判
断
比
率

 　一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財
政規模に対する比率です。
　鹿屋市は一般会計等における実質収支は黒字で
あり、「ー」で示しています。

赤字なし
－

④連結実質赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足
額の標準財政規模に対する比率です。
　鹿屋市はすべての会計において実質収支は黒字
であり、「ー」で示しています。

赤字なし
－

⑤実質公債費比率
　（３か年平均）

 　公債費による財政負担の程度を客観的に示す指
標として、実質的な公債費に費やした一般財源の
額が標準財政規模に占める割合を表すものです。
　実質公債費比率が 18%以上の団体については、
地方債の発行に許可を要し、25 ％以上の団体につ
いては、実質公債費比率の区分に応じて、起債の
制限を受けます。

前年より改善
11.8％→ 11.4％

⑥将来負担比率

　地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）
や将来支払っていく可能性のある負担などの現時
点での残高を指標し、将来財政を圧迫する可能性
の度合いを示す比率です。
　350％を超えると健全化計画を策定し、財政の
健全化を図らなければなりません。

前年より改善
37.9％→ 24.1％

⑦資金不足比率

　公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対
する比率です。鹿屋市はすべての公営企業におい
て資金不足がないため、「－」で示しています。
（鹿屋市の公営企業会計：水道事業会計、公共下
水道事業特別会計、下水道特別会計、輝北簡易水
道事業特別会計）

赤字なし
－

　地方公共団体の財政力や財政状況が健全かどうかを客観的に判断する指標として、「財政力指数」「健全化判
断比率」などがあります。
　ここでは、７つの指標から、本市の財政状況を紹介します。

主な財政指標
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平成26年12月12日　金曜日　 広　報　か　の　や

「豚ばら丼」を鹿屋のソウルフードに
市
内
飲
食
店
に
メ
ニ
ュ
ー
化
を
呼
び
か
け
る

「
豚
ば
ら
丼
」で
鹿
屋
を
ひ
と
つ
に
！

　

鹿
屋
市
は
、
11
月
６
日
、「
豚
ば
ら
丼
研
究
会
」
の
発
足
を
発
表
し
ま

し
た
。「
豚
ば
ら
丼
」
と
は
、
鹿
屋
の
地
元
畜
産
農
家
が
丹
精
を
込
め
て

育
て
た
「
鹿
屋
産
豚
」
の
ば
ら
肉
と
、「
ば
ら
の
ま
ち
か
の
や
」
の
バ
ラ

が
コ
ラ
ボ
し
丼
の
上
で
一
つ
に
な
っ
た
究
極
の
丼
。

　

飲
食
店
を
経
営
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、「
豚
ば
ら
丼
」
を
メ
ニ
ュ
ー

化
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

問
市
商
工
観
光
課　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

　

６
日
に
発
足
し
た
「
豚
ば
ら
丼

研
究
会
」
で
は
、「
豚
ば
ら
丼
」

の
定
義
や
豚
肉
の
調
達
方
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
く
議
論
。

豚
ば
ら
丼
の
定
義
は
、

①
「
鹿
屋
産
の
豚
」
の
ば
ら
肉
が

メ
イ
ン
の
食
材
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と

②
鹿
屋
の
市
花
で
あ
る
「
ば
ら
」

が
丼
の
中
で
、
何
ら
か
の
形

で
表
現
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

は
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
鹿
屋
に
対
す
る
愛
情
が
丼
の
中

に
注
が
れ
て
い
る
こ
と

と
し
、
こ
の
３
つ
の
条
件
を
満
た

せ
ば
ど
な
た
で
も
メ
ニ
ュ
ー
化
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
か
の
や
ば
ら
園
ロ
ー
ズ

ダ
イ
ナ
ー
で
開
発
さ
れ
た
「
豚
ば

ら
丼
」
が
第
一
回
全
国
丼
グ
ラ
ン

プ
リ
の
ご
当
地
丼
部
門
で
金
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
を
発
表
。
同
会
に

携
わ
る
福
丼
鹿
屋
市
副
市
長
は

「『
豚
ば
ら
丼
』
の
開
発
を
機
に
、

畜
産
農
家
や
飲
食
店
、
観
光
業
者

と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「豚ばら丼」を提供する飲食店を募集

「
豚
ば
ら
丼
研
究
会
」
の
発
足
を
乾
杯
な
ら
ぬ

「
丼
パ
イ
」
で
盛
大
に
祝
う
関
係
者

＝
11
月
６
日
午
後
４
時
半
、
市
役
所
議
会
全
員

協
議
会
室

かのやばら園のレストラン
で食べることができます

　「豚ばら丼」をメニュー化していただく飲食
店を募集しています。メニュー化が決まりま
したら、市商工観光課までご連絡ください。
　なお、「豚ばら丼」につ
いては、フェイスブック
「豚ばら丼研究会」で詳し
い情報を今後も掲載して
いきます。

ぼくの名前を募集
　ぼく、「豚ばら丼」のマスコッ
トキャラクターなんだブー！
　今度名前をフェイスブックで
募集するバラよ。
　かっこいい名前を付けて欲し
いブ～ !!
　皆さんの応募を待ってるブー !!
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※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

What's Happening in KanoyaW

吾平

　11月１日・２日の２日間、吾平
振興会館大ホールで「第38回美
里あいら文化祭」が開催されまし
た。
　期間中は、文化協会員や市民か
ら寄せられたちぎり絵、陶芸、エ
コクラフトなどの力作を展示。２
日には、大正琴、フラダンス、詩
吟など多彩な演目が舞台で発表さ
れ、約1,300人の観客は多くの芸
術作品に魅了されていました。

第38回美里あいら文化祭第38回美里あいら文化祭

吾平

　11月９日、吾平振興会館周辺で
「第37回美里あいら農業祭」が開
催されました。
　会場では、ます・鯉・たまごの
つかみ取り、農林産物の販売など
が行なわれ、多くの家族連れなど
でにぎわいました。
　また、市営相撲場では、「第116
回宮下相撲大会」が開催され、参
加した子どもたちに観客から大き
な声援が送られていました。

第37回美里あいら農業祭第37回美里あいら農業祭
多くの

農畜林産物を獲得

　11月23日、串良平和公園で
「第39回くしら黒土祭り」が開催
されました。
　当日は、クイズに答えて農産物
を持てるだけ持ち帰る名物イベン
トや野菜・牛肉などの販売、卵の
つかみ取りなどが行われました。
また、ステージでは保育園児など
による踊りの披露も行われるな
ど、多くの人でにぎわい祭りを楽
しんでいました。

串良

第43回串良町文化祭

　11月２日から９日まで、串良公
民館等で「第43回串良町文化祭」
が開催されました。
　期間中は、書道や陶芸などの作
品を展示。２日・３日には舞台発
表が行われ、ピアノ演奏、舞踊、
町内４保育園児による遊戯等が
披露されました。期間中訪れた約
5,000人の観客は、家族や友人な
どの熱のこもった舞台、多彩な展
示作品に見入っていました。

串良

　11月８日・９日、輝北運動
場で「星のふるさと輝北まつり
2014」が開催されました。
　前夜祭となる８日は、舞台発表
や花火大会が、翌日には、田川寿
美歌謡ステージや舞台発表、ニジ
マスのつかみ取り等が行われまし
た。また、輝北コミュニティセン
ターでは文化協会による作品も展
示されるなど、大勢の人が祭りを
楽しんでいました。

大人から子どもまで
多彩なイベントを楽しむ

輝北

第45回鹿屋市文化祭

　10月25日・26日の２日間、市
文化会館及び市中央公民館で「第
45回鹿屋市文化祭」が開催されま
した。
　舞台では、市文化協会会員の皆
さんが舞踊や民謡、太鼓など日頃
の活動の成果を発表。また、展示
発表では絵画や書道など、出品者
が丁寧に仕上げた作品が並び、訪
れた約3,000人の観客は文化・芸
術を楽しんでいました。

鹿屋

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS No.21515



※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

激走！
小学校区対抗駅伝大会

　11月16日、霧島ヶ丘公園で「第
５回小学校区対抗かのやローズヒ
ル駅伝大会」が行われました。今
年は22小学校区から20チームが
出場し、13区間を小学生から社会
人までが疾走。懸命にたすきをつ
なぎました。
Ａクラス　１位＝西原台、２位＝
田崎、３位＝西原
Ｂクラス　１位＝大姶良、２位＝
下名・鶴峰、３位＝串良

みなとまつりを開催

　11月３日、古江町の鹿屋市漁協
で「第11回鹿屋市漁協みなとまつ
り」が開催されました。
　当日は、かのやカンパチの解体
ショーや試食、市漁協青年部を
中心に考案されたご当地丼の「カ
ン・パエリヤ」と大名汁販売のブー
スに行列ができていました。また、
恒例のカンパチつかみどりは、素
早い魚を子どもたちは必死になっ
て追いかけ回していました。

鹿屋
秋を感じながら
ウォーキング

　11月２日、霧島ヶ丘公園周辺で
「第12回かのや・ばら祭りウォー
キング大会」が開催されました。
　参加者の健康増進や交流を目的
に行われる同大会に、ウォーキン
グ愛好者など約200人が参加。
　参加者は、特設のウォーキング
コースで景観を楽しみつつ思い思
いのペースで歩き、さわやかな汗
を流しながら、スポーツの秋を楽
しんでいました。

鹿屋・大隅の
商工業を紹介

　11月２日・３日の２日間、霧
島ヶ丘公園で「第５回かのや産業
フェスタ」が開催されました。
　大隅半島各地の商工業者が集結
した同フェスタには、98店が出
店。集まった約24,000人の来場者
は、産業フェスタでしか味わえな
い商品や、スタンプラリーなど盛
りだくさんの内容を満喫し、また
出店者も異業種間での交流を図っ
ていました。

　

アジア・太平洋農村
研修村20周年を祝う

　11月22日、アジア・太平洋農村
研修村20周年記念フェスタが開催
されました。
　式典では、同施設の開設に尽力
された方や、研修で訪れた外国人
からのメッセージなどが紹介され
ました。また、屋外では高隈地区
コミュニティ協議会設立準備委員
会メンバーにより特産品や新米が
販売されたほか、世界の音楽もス
テージで披露されました。

肝属地区のお茶の
銘柄確立を目指す

　11月15日、「第15回肝属地区
茶業振興大会」「きもつきのお茶
祭りinかのや」が霧島ヶ丘公園で
開催されました。これは肝属地区
のお茶の銘柄確立や消費拡大を目
的に行われたもので、市での開催
は５年ぶり。
　当日は功労者表彰のほか、深蒸
し茶の試飲なども行われ、参加者
からは「甘みがあり美味しい」と
いう声があがっていました。
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What's Happening in Kanoya

夜の図書館に
美しい音色が響く

　11月16日、市立図書館で「夜の
秋の音コンサート」が行われまし
た。
　これは閉館後のいつもとは雰囲
気の異なる図書館で音楽を楽しん
でもらおうと行われたもの。
　当日は、鹿屋を中心に活動する
４人の演奏家がカノンやアメイジ
ンググレイスなど全10曲を演奏。
約200人の観客は図書館に響く美
しい音色に酔いしれていました。

下名東町内会が下名東町内会が
鍋合戦で優勝鍋合戦で優勝吾平

　11月30日、吾平中央公園周辺
で「第４回美里吾平元気市～鍋合
戦編～」が開催されました。
　会場では地元特産品の販売やス
テージ発表が行われたほか、10
町内会対抗の鍋合戦が行われまし
た。あいにくの雨となりました
が、家族連れなど市内外から多く
の人が来場し、山太郎ガニやイノ
シシ肉を使った鍋など趣向を凝ら
した鍋に舌鼓を打っていました。

商店街が
多くの人でにぎわう

　11月24日、中央地区商店街で
「第36回鹿屋市秋まつり歩行者天
国」が開催されました。
　商店街約800ｍが歩行者天国と
なり飲食店など約80店舗が軒を並
べたほか、ステージイベントやダ
ンス披露、Show-1グランプリ地方
大会などが行われました。また、
市内高校生による飲食物などの販
売もあり、家族連れなど24,800人
の観客でにぎわいました。

鹿屋

　11月11日～13日に、ベストセラー小説「永遠の０」
のテレビドラマ撮影が、かのやばら園、基地史料館、
地下壕電信司令室跡、平和公園などで行われました。
　これは、テレビ東京開局50周年の特別ドラマの撮影
で、鹿屋基地から飛び立った特攻隊員の孫２人が祖父
の足跡をたどり鹿屋の地を訪れる設定でロケが行われ
ました。撮影を記念して、12日に桐谷健太さんと広末
涼子さんらによる「ラブアンドピース」という品種のバ
ラ植樹とトークショーが行われました。２人とも「ばら
園は広い、カンパチが美味しい」など地元ネタで観客
を楽しませていました。ドラマは来年放送予定です。

「永遠の０（ゼロ）」の撮影が行われる

　11 月 20 日、市文化会館で「拉致問題を考える国
民の集い in 鹿屋」が政府拉致問題対策本部などによ
り開催され、約 650 人が参加しました。
　一人でも多くの方に拉致問題について理解を深め関
心を高めていただくことを目的に開催。
　ＤＶＤ上映、拉致被害者家族会の飯塚繁雄代表から
現状報告、増元照明氏、平野フミ子氏からメッセージ
のあと、最後に鹿屋女子高等学校の音楽部の皆さんと
参加者が被害者全員の帰国を願って「ふるさと」を合
唱。壇上で歌う家族会の皆さんの姿に、こらえきれず
涙を流す人も見られました。

拉致被害者全員の帰国を願い、
鹿屋市で集会！

KANOYA  CITY
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※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

高付加価値型
農業を目指して

　11月12日、鹿屋商工会議所で
「大隅農業・加工技術研究プロ
ジェクト」シンポジウムが開催さ
れ約200人が参加しました。
　これは、来年4月に加工技術拠
点施設が完成するのに併せて、
生産・加工・流通に至る様々な課
題を解決しようと専門家を招き、
講演とパネルディスカッションを
行ったもの。参加者は専門家の意
見に真剣に聞き入っていました。

鹿屋
大規模災害に備えて
連携協定を締結

　11月11日、鹿屋市と鹿屋電工会
（加盟8社）による連携協定調印
式が市役所で行われました。　
　これは、大規模災害時に市が管
理する公共施設の応急対策業務
を迅速かつ的確に行うために連携
協定を締結したもの。災害時の被
害情報の収集・報告や障害物の撤
去、応急復旧などの業務を行いま
す。枦山会長は「技術を生かし役
に立ちたい」と話されました。

女性に対する暴力の
根絶を目指して

　11月12日、国際ソロプチミス
ト鹿屋から市へパープルリボンツ
リーの寄贈が行われました。
　このツリーは、女性や女児の生
活の向上を目指す活動を行ってい
る同団体が、女性に対する暴力の
根絶を訴える運動である「パープ
ルリボン運動」の啓発に役立てて
もらおうと寄贈したもの。中野会
長は「社会全体で取り組むきっか
けになれば」と話しました。

　

筋肉自慢に
バラの花束を

　鹿屋体育大学「蒼天祭」で恒例
イベントである「マッスルコンテ
スト」が開催されました。
　見事な肉体美を披露し優勝した
のは、同大学武道課程３年の堀内
亮一さん。
　コンテストの優勝を祝し、「ば
らのまちかのや」のＰＲにも一肌
脱いでもらおうと、かのやばら園
で栽培されたバラの花束が贈呈さ
れました。

What's Happening in Kanoya

「第16回関東かのや会」
総会開催

　11月16日、東京都内で「第16
回関東かのや会総会」が開催され
ました。
　当日は、関東在住の市出身者等
約150人が出席し、市の特産品・
観光のＰＲ活動のほか、鹿屋の物
産が当たる抽選会なども行われま
した。また、鹿屋女子高等学校Ｏ
Ｇによるダンスも披露され、一味
違う趣向に会場は大変盛り上がり
ました。

　10月に「県ホルスタイン共進
会」が開催され、市から鹿屋農業
高校を含む20頭が出場。県酪大隅
支所が団体４連覇を達成しました。
また、11月14日・15日には「第６
回九州連合ホルスタイン共進会」
が熊本県で開催され、市から県大
会を突破した７頭が出場。輝北町
の木原貴久氏所有の乳牛が九州ナ
ンバー１に輝くなど、本市からの乳
牛が素晴らしい成績を収めました。

本市の乳用牛が
ホルスタイン共進会で活躍

▲「KHR フヨーアイオーン」号
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情 報 掲 示 板

募
集
・
申
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情 報 掲 示 板
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積
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参
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受
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● 

対
象
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参
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希
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す
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す

べ
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の
人
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今
回
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申
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２
年
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１
１
１
６

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
防

疫
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

11
月
29
日
（
土
）
に
県
内
に
お

い
て
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
養
鶏
農
家
な
ど
鳥
を
飼
っ
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
再
度
防
鳥
ネ
ッ

ト
の
確
認
や
消
毒
な
ど
、
防
疫
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
豚
流
行
性
下
痢

（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）
の
再
発
に
伴
い
農
場

や
道
路
等
の
消
毒
な
ど
の
対
策
も

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問  

市
畜
産
課
（
２
階
）　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
８

み
な
と
朝
市
in
古
江
を
開

催
し
て
い
ま
す

　

鹿
屋
市
漁
協
で
は
、魚
の
普
及
・

地
域
交
流
の
場
と
し
て
10
月
か
ら

「
み
な
と
朝
市
in
古
江
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
原
則
毎
月
第
３
日
曜
日

９
時
〜

※
12
月
は
14
日
（
日
）
に
開
催

●
場
所
＝
鹿
屋
市
漁
協
み
な
と
市

場
● 

内
容
＝
魚
の
セ
リ
体
験
、
カ
ン

パ
チ
頭
の
つ
め
放
題　

な
ど

問
鹿
屋
市
漁
協
み
な
と
市
場

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

８
０
０
８

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●11●月
地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 133 493,398 783,000 325,000 260
去勢 165 575,994 833,000 167,000 292

吾平地区
めす 33 516,182 585,000 423,000 270
去勢 39 596,333 699,000 490,000 293

串良地区
めす 159 476,755 746,000 50,000 252
去勢 183 566,792 876,000 293,000 284

輝北地区
めす 66 523,470 770,000 402,000 278
去勢 88 598,727 716,000 462,000 309

お
知
ら
せ

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS No.21519



情 報 掲 示 板

新川稲荷
神社

市営
新川
住宅

小島テニス
コート跡

天昴院

内村商店内村商店

信号機
設置予定地
信号機
設置予定地

年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち

込
み
に
つ
い
て

　

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
串

良
町
下
小
原
）
と
市
資
源
セ
ン

タ
ー
（
下
高
隈
町
）
へ
の
年
末
の

ご
み
の
持
ち
込
み
は
12
月
30
日

（
火
）
16
時
30
分
ま
で
、
年
始
は

１
月
５
日
（
月
）
か
ら
で
す
。

　

例
年
、
年
末
に
な
る
と
ご
み
の

持
ち
込
み
で
処
分
場
は
混
雑
し
、

持
ち
込
む
ま
で
に
大
変
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、12
月
27
日
（
土
）

か
ら
30
日
（
火
）
ま
で
を
避
け
て
、

早
め
に
持
ち
込
む
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

63ｰ

０
１
６
８

　

鹿
屋
市
資
源
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

２
９
０
０

小
型
浄
化
槽
設
置
整
備
補

助
金
の
受
付
が
終
了
し
ま

し
た

　

平
成
26
年
度
の
小
型
浄
化
槽
設

置
整
備
補
助
金
は
予
算
額
に
達
し

た
た
め
、受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
着
工
分
か

ら
は
、
単
独
浄
化
槽
又
は
く
み
取

り
便
槽
か
ら
の
転
換
の
み
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

問  

市
下
水
道
課　

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
３

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
の
申
請
期
間
を
延
長
し

ま
し
た

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

●
支
給
対
象
者
＝
平
成
26
年
度
の

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人

※ 
平
成
26
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
人
や
生
活
保

護
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

●
支
給
対
象
者

○ 

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

当
・
特
例
給
付
の
受
給
者

○ 

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当

の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
人

〈
共
通
事
項
〉

●
申
請
方
法
＝
支
給
対
象
者
と
思

わ
れ
る
人
に
は
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
た
申
請
書
と

必
要
書
類
を
返
信
用
封
筒
で

送
付
す
る
か
、
市
役
所
本
庁

及
び
各
総
合
支
所
で
直
接
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
人
で

受
給
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
公
務
員
の

人
に
は
、
職
場
か
ら
申
請
書

等
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
限
＝
平
成
27
年
２
月
２

日
（
月
）

問
市
福
祉
政
策
課

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

　

市
子
育
て
支
援
課

　
（
１
階
⑱
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
日
本
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
政
府
の
重
要
な
調

査
で
す
。
12
月
中
旬
か
ら
製
造
事

業
所
を
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
情
報
行
政
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
５

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
等
の
公
的
年
金
を
受
給
す
る

人
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、

12
月
以
降
そ
の
差
額
分
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

受
給
す
る
た
め
に
は
事
前
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
主
な
ケ
ー
ス

○ 

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合

○ 

母
子
又
は
父
子
家
庭
で
、
子
ど

も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の

み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

○  

母
子
又
は
父
子
家
庭
で
、
離
婚

後
に
父
又
は
母
が
死
亡
し
、
子

ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
る
と
き

●
児
童
扶
養
手
当
の
月
額

○ 

子
ど
も
が
１
人
の
と
き

　

全
部
支
給
＝
４
１
，
０
２
０
円

　

一
部
支
給
＝
４
１
，
０
１
０
円

　

〜
９
，
６
８
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

○
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
と
き
の

　

加
算
額

　

２
人
目　
　

＝
５
，
０
０
０
円

　

３
人
目
以
降
＝
３
，
０
０
０
円

　
（
１
人
当
た
り
）

●
そ
の
他
＝
受
給
し
て
い
る
年
金

額
が
手
当
額
よ
り
も
低
い
か

ど
う
か
は
、
市
子
育
て
支
援

課
窓
口
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課

　
（
１
階
⑱
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

新
川
住
宅
入
口
交
差
点
が

歩
車
分
離
式
信
号
機
に
変

わ
り
ま
す

　

新
川
住
宅
入
口
の
交
差
点
が
、

平
成
27
年
１
月
末
ま
で
に
、
１
灯

点
滅
式
信
号
機
か
ら
歩
車
分
離
式

の
３
灯
式
信
号
機
と
歩
行
者
用
信

号
機
に
変
わ
り
ま
す
。

　
「
歩
行
者
用
信
号
機
」
は
「
押

し
ボ
タ
ン
」
を
押
さ
な
い
と
作
動

し
ま
せ
ん
の
で
、
歩
行
者
は
ボ
タ

ン
を
押
し
て
、
信
号
が
「
青
」
に

な
っ
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

問
鹿
屋
警
察
署

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

０
１
１
０

December.2014 20



Information

Library Information

図書館情報

鹿
屋
女
子
高
校
「
第
２
回

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
」

● 

日
時
＝
12
月
27
日
（
土
）　

　

10
時
〜
15
時
30
分

●  

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

●  

内
容

○
書
道
・
美
術
教
室

○ 

パ
ソ
コ
ン
体
験

○
小
物
づ
く
り
体
験

○
英
語
講
座

○
新
制
服
紹
介　

な
ど

問
鹿
屋
女
子
高
等
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
８
４

新
春
祭
り
２
０
１
５

●
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
３
日

（
土
）　

10
時
〜
15
時

※
か
の
や
ば
ら
園
無
料
開
放
日

●
内
容

○ 

招
福
「
餅
つ
き
大
会
・
ふ
る
ま

い
餅
」

○
お
正
月
遊
び
コ
ー
ナ
ー

○ 

手
作
り
凧
コ
ン
テ
ス
ト　

な
ど

問
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北総合支所図書室 ☎ 099-486-1111
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

 新刊図書の案内
市
立
図
書
館

物
語
の
お
わ
り

　

湊
か
な
え 

著

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

有
川
浩 

著

つ
ま
先
か
ら
編
む
、
か
ん
た

ん
、
か
わ
い
い
く
つ
下

大
内
い
づ
み 

著

ぼ
く
は
お
金
を
使
わ
ず
に
生

き
る
こ
と
に
し
た

マ
ー
ク
・
ボ
イ
ル 

著

ひ
と
鍋
パ
ス
タ　

堤
人
美 

著

軍
師
官
兵
衛
四

前
川
洋
一 

著

ハ
ー
ブ
い
っ
ぱ
い
の
ク
リ
ス

マ
ス

あ
ん
び
る
や
す
こ 

作

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳

 

百
田
尚
樹 

著

鹿
の
王
（
上
・
下
）

　

上
橋
菜
穂
子 

著

タ
ニ
ア
の
ド
イ
ツ
式
台
所
管

理
術

門
倉
多
仁
亜 

著

ミ
ア
ズ
ブ
レ
ッ
ド
の
パ
ン
と

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

森
田
三
和 

著

一
人
で
強
く
な
る
囲
碁
入
門

　

石
倉
昇 

著

き
み
ま
ろ
「
夫
婦
川
柳
」
傑

作
選

　
　

綾
小
路
き
み
ま
ろ 

編

あ
っ
ぱ
れ
の
は
ら
う
た

く
ど
う
な
お
こ 

作

串
良
公
民
館
図
書
室

明
日
の
子
供
た
ち

　
　

有
川
浩 

著

破
門

　

黒
川
博
行 

著

学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が
１
年

で
偏
差
値
を
40
上
げ
て
慶
応

大
学
に
現
役
合
格
し
た
話

坪
田
信
貴 

著

ど
こ
ど
こ
？
セ
ブ
ンGIRLS

自
由
国
民
社 

編

ア
ナ
と
雪
の
女
王

KAD
O
KAW

A 

編

と
っ
て
お
き
の
名
探
偵

杉
山
亮 

作

マ
ン
ガ
で
お
ぼ
え
る
敬
語

齋
藤
孝 

作

輝北総合支所図書室からのおすすめ
　　使命と魂のリミット  　
東野 圭吾 著　角川書店

　心臓外科医を目指す夕紀は、誰にも言え
ないある目的を胸に秘めていた。その目的
を果たすべき日に、手術室を前代未聞の危
機が襲う ! 大傑作長編サスペンス。

日本の絶景＆秘境 100
朝日新聞編集部 編　朝日新聞出版
　日本の絶景ガイドの決定版。日本のマ
チュピチュと言われ話題の竹田城址をは
じめ、47 都道府県すべてから秘境や絶景
100 スポットを紹介。

あげます。
浜田 桂子 作　ポプラ社　
　幸せなぼくの毎日をぶちこわす、へん
てこなやつが家にやってきた ! きょうだい
ができる衝撃に立ち向かう、お兄ちゃん
の作戦とは…。

　　　　　　　　　  かあちゃん取扱説明書       
いとう みく 作　童心社

　いつもいばってガミガミうるさいかあ
ちゃんを、思い通りに動かしたい ! 哲哉はひ
そかにかあちゃんの取扱説明書を書きはじ
めた。すると…。

か
の
や
ば
ら
園

わ
く
わ
く
市

リ
ナ
シ
ア
タ
ー映

画
情
報

映
画
「
思
い
出
の
マ
ー
ニ
ー
」

 
● 

上
映
期
間
＝
12
月
20
日
（
土
）

〜
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
０
３
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

※ 

12
月
29
日
（
月
）
〜
平
成
27
年

１
月
３
日
（
土
）
は
①
②
の
み

●
鑑
賞
料

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

問
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

『借りぐらしのアリ
エッティ』などを手
がけた米林宏昌監
督がイギリスの児
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メ。
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情 報 掲 示 板情 報 掲 示 板

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 14 日
内  福田病院 寿 3丁目 43-4191
小   えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
外  大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

21 日
内  浜崎クリニック 向江町 43-3305
小   やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
外   はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

23 日
内  伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500
小  こだま小児科 笠之原町 41-5111
外  村上整形外科医院 今坂町 41-2511

28 日
内  児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
小  児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
外  たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

29 日
内  みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
小  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
外  徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

30 日
内  中塩医院 西原 1丁目 43-2489
小   えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 外  西原外科クリニック 西原 1丁目 43-4195

31 日
内  末次内科循環器科 新生町 43-2331
小  こだま小児科 笠之原町 41-5111
外  よしどめ整形外科 川西町 31-1700

1 月 1 日
内  鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
小  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
外  検見崎病院 西原１丁目 43-2991

2 日
内  中原クリニック 横山町 48-2011
小   やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
外  そえじまクリニック 旭原町 41-6800

3 日
内  池田病院 下祓川町 43-3434
小  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
外  恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

4 日
内  前田内科 本町 42-2175
小  えとう小児科 札元２丁目 40-3700
外  村上整形外科医院 今坂町 41-2511

11 日
内  園田クリニック 旭原町 43-8181
小  やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
外  鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

12 日
内  吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
小   えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
外  かのや東病院 笠之原町 41-2511

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時 30 分～午後６時

12 月・１月の歯科休日急患在宅医

◇肝属東部医師会　　　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 14 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
山路医院 東串良町池之原 63-2134

21 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
児玉医院 東串良町川東 63-8522

 28 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

1 月   4 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

11 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

◇鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 14 日 ひらたデンタルクリニック 札元 1丁目 45-4929
21 日 水口歯科医院 寿 2丁目 43-4635
23 日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
28 日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688
30 日 中原歯科医院 西原１丁目 43-0088
31 日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

１月   １日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
２日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
３日 四元歯科医院 西原１丁目 42-2687
4 日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
11 日 安楽歯科 寿 5丁目 44-2220
12 日 安代歯科医院 北田町 42-2936

12 月・１月の休日救急当番医

平成平成2727年鹿屋市消防出初式年鹿屋市消防出初式
　鹿屋市消防団の全 47 消防分団が一堂に集まり、
平成 27年鹿屋市消防出初式を開催します。

●日　時　平成 27年１月４日（日）
　　　　　９時～
●場　所　串良平和アリーナ駐車場
※各消防分団による行進や各種訓練披露のほか、消防
団活動に功績のあった団員の表彰等が行われます。

平成平成2727年鹿屋市成人式年鹿屋市成人式
　平成 27年鹿屋市成人式を開催します。
　市外居住者の皆さんも、ぜひ、ご出席ください。

●日　時　平成 27年１月 11日（日）　11時～
●場　所　市文化会館
●対象者　平成６年４月２日から
　　　　　平成７年４月１日までに生まれた人
※案内ハガキがなくても出席できます。

問市安全安心課（３階）　☎0994-31-1124問市生涯学習課（６階）　☎0994-31-1138

内…内科　小…小児科　外…外科
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　「みんな元気」は、創刊号の
スタート以来、これまで多くの
高齢者やお子さん、グループを
掲載してきましたが、リニュー
アルに伴い、コーナーの掲載を
終了することになりました。
　これまで応募された皆さんあ
りがとうございました。

新
年
号
よ
り
広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

平成26年11月１日現在 （前月比）
●人　口 104,183人 （＋106）
男　性 49,351人 （＋  35）
女　性 54,832人 （＋  71）
●世帯数 45,684世帯 （＋  43）

鹿屋市の概要

ラブフェンス周辺内

市の花「ばら」

ヴィオリーナ

鹿屋市ラジオ広報番組

かのや市政 インフォメーション

　淡桃色で半剣弁抱え咲きから平咲
きになり、強いブドウの香りのする
バラです。花茎が長く樹形は直立性
で、わりあいコンパクトに生育しま
す。

　市では、イベント情報、市の施策
等を紹介するラジオ広報番組を放送
しています。
　また、大雨や台風襲来時には、防
災情報を市民の皆さんにお伝えして
います。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
　　　　　　（77.2MHz）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
　　　　　　 金曜日（祝日を除く）

森田 正子さん（100 歳）

長生きの秘訣は、「好き嫌いが

なく、特に果物が大好きなこ

と」です。

南町

長生きの秘訣は、「好き嫌いなく
食べること。怒らないこと」です。

寿2丁寿2丁寿2丁寿2丁目丁目

小牟田 オトヨさん（100 歳）
中島 チヅさん（100 歳）
長生きの秘訣は、「食事に気を
付けて暴飲暴食をしないことと
若い頃に運動をしていたこと」
です。

串良町岡崎
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今
後
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も
市
民
の
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　12 月 19 日、市中央公民館で正月の
おせち料理をプロの料理人から学ぼう
と「手づくりで正月を迎えよう」講座
が行われました。
　これは、同公民館が正月の伝統料理
を広めようと毎年開催している人気講
座で、27人が参加。
　レストラン里っ子の永吉喜久男さん
が、定番の海老の旨煮や伊達巻の作り
方などユーモアを交えながら解説。参
加者は、プロの味を習得しようとおせ
ち料理作りに挑戦しました。

■プロの味でおせちづくり
今月の表紙
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シリーズズ「食食
食育・・地産産地地消活活

まちの話話題題……
情報掲示示板板……
広告のひひろばば
編集後後記記、、みみ

　12 月 19 日、市中央公民館で正月の
おせち料理をプロの料理人から学ぼう
と「手づくりで正月を迎えよう」講座
が行われました。
　これは、同公民館が正月の伝統料理
を広めようと毎年開催している人気講
座で、27人が参加。
　レストラン里っ子の永吉喜久男さん
が、定番の海老の旨煮や伊達巻の作り
方などユーモアを交えながら解説。参
加者は、プロの味を習得しようとおせ
ち料理作りに挑戦しました。

■プロの味でおせちづくり

？
「広報かのや」
平成27年１月号
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　このコーナーは、各事業所の広告を掲載し、地域活性化と市民の皆さんへの情報
提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】㈱綜合印刷  ☎ 0994-43-2093
広告のひろば広告のひろば

発行／鹿屋市　編集／市長公室広報広聴課　〒893-8501　鹿屋市共栄町20番1号　☎0994-43-2111

広報 平成26年12月 12日発行　No.215

http://www.e-kanoya.net/鹿屋市ホームページ吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

新中学生制服ご予約・採寸受付中!新中学生制服ご予約・採寸受付中!

いけのうえ 

市内各小・中学校標準服取扱店 

来春の小学生・中学生制服の
ご予約・採寸特価セール実施中！！
お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

鹿屋市田崎町108  葬儀相談係  池田 成利

☎0994-44-4440

詳しくはWebで‼詳しくはW で詳しくはW で‼

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合せください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

￥194,000～家族葬・一般葬

￥98,000まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみで
まごころをもって送る葬儀です。）

￥194,000
～そんな地域になりますように　　～

地域の皆様が
会員です！

詳細はホームページでご確認下さい。

上記の全ての資格は風の村で働きながら取得できます。上記の全ての資格は風の村で働きながら取得できます。上記の全ての資格は風の村で働上上記の記の全の全て全てのての資の資格資格格はは風の風の村の村村で働で働 がら取得できます。がらがらら取得取得で得できます。

福祉斎場は事前相談すると
金利手数料０円の分割払いＯＫ！

3斎場すべて100名収容ホール

観音福祉斎場 大崎福祉斎場 細山田福祉斎場

私どもの福祉斎場（観音・細山田・大崎）は上記の金額と最高な
設備の斎場で故人様を立派にお見送りすることができます。

福祉斎場総支配人　中原　哲史

【最高に充実した親族控室】

鹿屋市新生町 曽於郡大崎町 鹿屋市串良町細山田

上村葬祭 本社　鹿児島県鹿屋市旭原町3589-4
　　　（青山斎場敷地内）

株式
会社

お葬式のご依頼・ご相談・お問い合わせは

☎0120－５
ご く ら く

９９－０
て ん ご く

５９

￥200,000～

明朗会計
安心価格

が

もっとうで
す!

つなぐいのち、つながるこころ。つなぐいのち、つながるこころ。

寿

西原

バイ
パス　　　　池田葬祭では

  いかなる『お葬式』 でも対応させて頂ます

　　　　池田葬祭では

  いかなる『お葬式』 でも対応させて頂ます

有限会社 orio 〒893-0061 鹿屋市上谷町11520-17　TEL 0994-42-5339

大人気！らーめん６８０円大人気！らーめん６８０円

「本誌持参」で「本誌持参」で

煮玉子サービス!!煮玉子サービス!!

鹿屋市新川町８６９
（大隅鹿屋病院近く）

定休日：不定休
☎ 0994-41-9051 

営業時間　11：00～14：00
　　　　　18：00～21：00

初商は1月2日から

12月24日（水） 、25（木）、31日（水）は
お休みさせて頂きます
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